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空間反転対称性の破れた超

伝導体 Li2(Pd1-xPtx)3B は、

Pd-Pt 元素置換によりスピン一

重項から三重項状態へ変化する

ことが分	かっており、スピン

軌道相互作用が超伝導状態へ及

ぼす影響を調べることは大変興

味深い。私は本プログラムによ

り、試料提供者である岡山大学

大学院鄭研究室に滞在し、比熱

測定に用いる試料の作製と評価

を行った。

　はじめに 4個の試料を作製し、

粉末 X 線回折により結晶の解析

を行ったところ、	いずれも単相

の回折ピークのみを示した。と

ころが超伝導転移に伴う磁気遮

蔽は試料によって大きく異なっ

ていた。特	に Pt の含有量が多

い試料でこの傾向が強く、超伝

導状態の不安定性を示唆する結

果である。この結果を踏まえ、

磁気遮蔽の大きい良質試料を作

ることを目指してさらに６個試

料作製を行った。これらの試料

については装置の都合で１日延

泊して試料評価を行った。続き

は私の所属研究機関で行う。

　既に十分良質な試料が幾つか

得られており、これによりかね

てから詳細な解析が必要と考え

ていた試料組成のうち、少なく

とも２種類を新たに加えること

に成功した。今後は詳細な解析

を行うと同時に試料の純良化を

進め、論文の執筆を目指す。

　この試料は扱いが難しいリチ

ウムを用いるのが特徴である。

本滞在での試料作製を通して、

申請者はリチウムの基本的な扱

い方及びホウ素含有金属合金の

作製法を習得し、さらにアーク

炉による試料作製技術の向上を

図ることが出来た。また滞在期

間中、試料の比熱の振舞に関す

る議論および純良試料育成に関

する議論を鄭、稲田両教授と行

い、また理論的、歴史的側面と

意義についてご教示を頂いた。

さらに学生同士での議論も大変

刺激になり、今後の研究方針を

考える上でも非常に有意義な滞

在であった。
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本プログラムは、本領域に属する研究室の大学院生や

若手研究者が、領域に属する他機関の研究室に 2 週間程

度滞在し、その分野の研究の日常を体験することで、自

身の視野を広げると同時に、受入研究室の同世代の研究

者に刺激を与えることを目的とする制度です。

　若手研究者間の直接的な交流によって、異分野の研究

融合を触発し、領域に属する研究室の中に、トポロジカ

ル量子現象の追求という学際的視野を醸成する効果が期

待されています。

　若手相互滞在プログラム


